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は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
喫
茶
文
化
史
の
立
場
か
ら
、
中
世
後
期
の
政
治
儀
礼
に
お
け
る
喫
茶
文
化
の
受
容
と
し
て
、
特
に
当

時
最
高
レ
ベ
ル
の
政
治
儀
礼
で
あ
る
室
町
殿
（
以
下
断
り
の
な
い
限
り
将
軍
家
の
実
権
者
）
の
「
御
成
」
に
お
け
る

喫
茶
文
化
の
受
容
に
つ
い
て
考
察
す
る
。「
御
成
」
と
は
室
町
殿
が
臣
下
の
邸
や
寺
院
な
ど
に
赴
く
こ
と
で
、
こ
の

際
御
礼
・
贈
答
・
饗
応
等
の
儀
礼
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
儀
礼
次
第
は
、
御
成
が
頻
繁
化
す
る
義
教
期
ま
で
に
は
成
立

し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
①
成
立
後
は
最
高
レ
ベ
ル
の
政
治
儀
礼
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
諸
権
門
だ
け
で
は
な
く
各
階

層
に
共
通
す
る
政
治
儀
礼
の
範
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
御
成
に
お
け
る
喫
茶
文
化
の
受
容
を
考
察
す
る
こ
と
は
、

中
世
後
期
の
政
治
儀
礼
に
お
け
る
喫
茶
文
化
の
受
容
を
考
え
る
上
で
の
基
礎
的
な
研
究
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

一　

御
成
次
第
に
お
け
る
茶
の
使
用

　

従
来
の
茶
道
史
で
は
、
室
町
殿
御
成
に
お
け
る
喫
茶
文
化
の
受
容
を
考
え
る
際
、「
茶
の
湯
」
の
語
の
存
在
や
御

成
の
会
場
に
茶
具
足
が
飾
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
も
っ
て
茶
会
を
行
っ
た
も
の
と
み
な
し
て
き
た
。
②
そ
の
一
方
で
、

昨
今
の
海
外
交
流
史
や
饗
応
に
関
す
る
政
治
史
の
成
果
を
受
け
て
、
会
場
室
礼
の
茶
具
足
の
威
信
財
と
し
て
の
性
格

を
指
摘
す
る
も
の
の
、
③
実
用
か
否
か
の
検
証
は
置
き
去
り
に
さ
れ
る
見
解
が
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
は
十
分
な
立
証

も
な
さ
れ
な
い
ま
ま
茶
具
足
は
飾
ら
れ
る
の
み
で
実
用
で
は
な
か
っ
た
と
の
見
解
も
示
さ
れ
て
も
い
る
。
④
し
か
し

「
茶
の
湯
」
の
語
や
茶
具
足
の
存
在
の
み
を
も
っ
て
喫
茶
の
事
実
を
立
証
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
不
十
分
で
あ
る
し
、

実
用
か
否
か
の
議
論
を
差
し
置
い
た
ま
ま
茶
具
足
の
実
用
性
を
否
定
す
る
こ
と
も
不
十
分
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
御
成
に
お
い
て
茶
は
ど
の
次
第
で
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
そ

の
実
際
を
み
て
い
く
。

１　
「
御
菓
子
」
に
お
け
る
茶
の
使
用

　

ま
ず
御
成
次
第
に
お
い
て
茶
を
飲
む
機
会
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
は
、「
御
菓
子
」
の
時
で
あ
る
。
大

館
常
興
『
諸
大
名
衆
御
成
被
申
入
記
』
に
は
「
御
菓
子
の
と
き
、
御
茶
聞
召
候
事
、　

公
私
と
も
に
無
之
。
但
自
然

可
被
聞
召
由
仰
に
付
て
ハ
、
御
供
衆
持
参
也
。
御
相
伴
衆
ハ
於
御
前
は
無
其
義
也
。」
と
あ
る
。
⑤
こ
れ
に
つ
い
て
佐

藤
豊
三
氏
は
、
当
初
「
茶
会
は
御
成
り
の
公
式
な
饗
応
と
し
て
採
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
特
に
将
軍
が
好
む
場
合
の
み
、

御
供
衆
が
持
参
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
亭
主
側
の
用
意
す
る
も
の
で
は
な
い
と
の
注
意
と
解
せ
ら
れ
る
」

と
し
た
が
、
⑥
の
ち
に
「
茶
事
（
茶
会
）
は
御
成
の
次
第
、
公
式
饗
応
に
は
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
と
記
し
て
い

る
が
、大
永
三
年(

一
五
二
三)

八
月
五
日
、一
二
代
義
晴
が
伊
勢
貞
忠
の
邸
に
臨
ん
だ
時
の
『
伊
勢
貞
忠
亭
御
成
記
』

に
は
、
御
成
の
行
事
の
中
で
茶
事
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
以
後
の
「
御
成
記
」
に
も
茶
事
が
行
わ
れ
た
記
録

が
見
出
さ
れ
る
」
と
し
、内
容
そ
の
も
の
を
否
定
さ
れ
た
。
⑦
一
方
家
塚
智
子
氏
は
、こ
の
箇
所
を
典
拠
と
し
て
義
晴
・

義
輝
期
に
あ
っ
て
も
茶
事
は
御
成
次
第
に
公
式
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
と
さ
れ
た
。
⑧
し
か
し
こ
の
部

分
は
、
御
成
次
第
の
「
御
菓
子
」
で
は
、「
公
私
」
＝
室
町
殿
と
相
伴
衆
と
も
に
茶
を
飲
む
事
は
な
い
。
た
だ
し
室

町
殿
が
茶
を
所
望
す
る
場
合
に
は
、
御
供
衆
が
茶
を
給
仕
す
る
が
、
御
相
伴
衆
は
室
町
殿
の
前
で
茶
を
飲
む
こ
と
は

な
い
、
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
非
公
式
で
な
ら
ば
室
町
殿
に
だ
け
茶
が
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
場
合
に
は
室
町
殿
は
主
室
に
お
り
、
茶
具
足
が
用
意
さ
れ
て
い
る
別
室
か
ら
の
点
て
出
し
と

な
る
。

２　
「
御
休
息
」
に
お
け
る
茶
の
使
用

　

か
つ
て
佐
藤
豊
三
氏
は
、
御
成
次
第
の
「
御
休
息
」
の
際
に
「
茶
湯
所
」
で
同
朋
衆
が
点
て
室
町
殿
が
「
御
休
所
」

で
茶
を
飲
む
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
⑨
結
論
か
ら
言
え
ば
、
御
成
次
第
の
「
御
休
息
」
の
際
に
室
町

殿
が
「
御
休
所
」
で
茶
を
飲
む
場
合
が
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
際
、
佐
藤
氏
が
根
拠
と
し
て
示
さ
れ
た
三
つ
の
事
例

は
検
討
を
要
す
る
。
す
な
わ
ち
、

　

①
『
伊
勢
貞
忠
亭
御
成
記
』
に
み
え
る
「
御
茶
湯
」
の
語
。
こ
れ
は
、
湯
釜
を
中
心
と
し
た
茶
具
足
を
飾
り
置
い

た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
室
町
殿
が
茶
を
飲
ん
だ
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

　

②
『
大
永
四
年
細
川
亭
御
成
記
』
に
み
え
る
「
御
供
衆
、
公
家
、
外
様
衆
の
茶
湯
者
玉
阿
弥
」
及
び
「
通
之
茶
湯
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ハ
千
阿
弥
」
の
記
載
。
前
者
は
室
町
殿
の
相
伴
衆
の
茶
湯
を
用
意
し
点
茶
を
行
う
担
当
者
を
、
後
者
は
給
仕
の
担
当

者
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
室
町
殿
の
点
茶
を
担
当
し
た
者
で
は
な
い
。
⑩

 　

③
『
三
好
筑
前
守
義
長
朝
臣
亭
江
御
成
之
記
』
に
お
い
て
、寝
殿
の
「
次
の
三
畳
敷
」
で
同
朋
衆
の
春
阿
が
点
て
、

会
所
「
九
間
の
座
敷
」
の
「
奥
の
四
畳
半
」
で
も
茶
が
点
て
出
さ
れ
た
と
す
る
点
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
三
好
邸
に

は
寝
殿
と
会
所
の
別
は
な
く
ひ
と
つ
の
建
物
で
こ
れ
ら
の
機
能
を
賄
っ
た
。
そ
れ
に
「
九
間
の
座
敷
」
と
「
奥
の
四

畳
半
」
は
別
々
の
部
屋
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
「
次
の
三
畳
敷
」
の
茶
湯
は
相
伴
衆
用
、
春
阿
も
相
伴
衆
の
点
茶
の
担

当
で
あ
り
、
室
町
殿
の
担
当
で
は
な
い
。
⑪

　

以
上
の
よ
う
に
「
茶
湯
」（
茶
の
湯
）
＝
茶
事
・
茶
会
と
い
う
茶
道
史
の
常
識
に
基
づ
く
理
解
や
、
史
料
解
釈
に

誤
り
が
み
ら
れ
る
た
め
、
佐
藤
氏
が
示
さ
れ
た
三
つ
の
事
例
で
は
「
御
休
息
」
に
お
け
る
喫
茶
の
事
実
を
立
証
で
き

な
い
。

　

そ
こ
で
改
め
て
「
御
休
息
」
で
茶
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
、
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
三
月

に
行
わ
れ
た
義
輝
の
三
好
義
興
邸
御
成
（
式
正
御
成
）
を
見
よ
う
。『
永
禄
四
年
三
好
亭
御
成
記
』
の
御
成
次
第
を

み
る
と
、
一
〇
献
目
と
一
一
献
目
の
間
に
「
御
休
息
有
之
」
と
あ
り
、「
御
休
息
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
御
休
所
の
室
礼
の
具
足
類
か
ら
内
容
の
復
元
を
試
み
よ
う
。
三
好

邸
御
成
で
は
、
邸
内
二
ヶ
所
に
茶
具
足
が
用
意
さ
れ
た
。
そ
の
一
ヶ
所
は
「
次
の
三
畳
敷
」
で
、「
御
茶
湯
有
之
」

と
し
て
棚
に
茶
碗
、
同
台
、
茶
壺
、
茶
杓
、
茶
巾
、
茶
盆
、
水
指
、
水
こ
ぼ
し
、
杓
た
て
、
火
ば
し
、
か
く
れ
が
（
蓋

置
）
の
茶
具
足
一
式
が
置
か
れ
た
。
も
う
一
ヶ
所
が
「
奥
四
畳
半
」
で
、
そ
の
室
礼
に
つ
い
て
『
三
好
筑
前
守
義
長

朝
臣
亭
江
御
成
之
記
』
に
、

　
　
　

一
、
奥
の
四
畳
半
ニ
御
茶
湯
在
之
、
御
道
具
之
事
、

　
　
　
　

一
、
御
ち
や
わ
ん
、
同
台
、　    

一
、
御
さ
し
や
く
、

　
　
　
　

一
、
ち
や
つ
ほ
、　　
　
　
　
　

一
、
ち
や
せ
ん
、

　
　
　
　
　

一
、
ち
や
き
ん
、　　
　
　
　

一
、
御
ぼ
ん
、

　
　
　
　
　

一
、
水
さ
し
、　　
　
　
　
　

一
、
水
こ
ぼ
し
、　 

　
　
　
　
　

一
、
ひ
し
や
く
た
て
、　　
　

一
、
火
ば
し
、 

　
　
　
　
　

一
、
か
く
れ
が
、　　
　
　
　

一
、
だ
い
す
、 

　
　
　

一
、
御
茶
湯
棚
の
き
は
に
雑
紙
在
之
、
奈
良
紙
、
紙
鎮
置
之
、

　
　
　

一
、
御
休
息
所
に
御
は
ん
ざ
う
だ
ら
い
、
御
手
の
ご
い
か
け
こ
れ
在
之
、
黒
漆
ニ
ぬ
る
、

　
　
　
　
　

御
紋
の
ま
き
絵
有
、
か
な
物
在
之
、
御
う
が
い
ち
や
わ
ん
、 

と
あ
る
。
同
様
に
『
永
禄
四
年
三
好
亭
御
成
記
』
に
も
、

　
　
　

一
、
奥
四
帖
半
有
御
茶
湯
、
何
御
座
敷
、
寿
阿
弥
是
飾
、
金
屏
風
被
立
也
、 

　
　
　

一
、
茶
碗
同
台
、　

一
、
茶
杓
、　　

一
、
茶
壺
、 

　
　
　

一
、
茶
筅
、　　
　

一
、
茶
巾
、　　

一
、
水
指
、
水
コ
ボ
シ
、 

　
　
　

一
、
御
盆
、　　
　

一
、
火
ハ
シ
、
鎕
、
一
、
カ
ク
レ
カ
、 

　
　
　

一
、
台
子
、

　
　
　

一
、
御
茶
間
棚
際
雑
紙
ア
リ
、
重
シ
ニ
文
沈
ア
リ
、
紙
奈
良
ヤ
ワ
ゝ
ゝ
一
束
ア
リ
、 

　
　
　

一
、
此
御
座
敷
、
楾
角
手
洗
、
御
手
拭
在
之
、 

と
あ
る
。『
三
好
筑
前
守
義
長
朝
臣
亭
江
御
成
之
記
』
を
み
る
と
、
茶
具
足
一
式
が
あ
る
奥
四
畳
半
と
奈
良
紙
・
楾

角
手
洗
・
御
手
拭
掛
・
御
嗽
茶
碗
の
今
日
で
い
う
と
こ
ろ
の
洗
面
具
が
あ
る
御
休
息
所
が
別
室
で
あ
る
よ
う
に
も
読

み
取
れ
る
が
、『
永
禄
四
年
三
好
亭
御
成
記
』
を
み
る
と
、洗
面
具
が
あ
る
「
此
御
座
敷
」
が
御
茶
間
棚
（
御
茶
湯
棚
）

＝
台
子
の
あ
る
奥
四
畳
半
を
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
奥
四
畳
半
＝
御
休
所
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
茶
具
足
も
洗
面
具

も
存
在
し
た
。
こ
の
う
ち
茶
具
足
一
式
は
台
子
に
飾
ら
れ
た
。
ま
た
両
史
料
と
も
に
茶
釜
・
柄
杓
の
記
載
を
欠
く
が
、

こ
れ
は
「
御
茶
湯
」
の
表
記
に
含
ま
れ
る
。

　

こ
の
三
好
邸
に
つ
い
て
は
『
三
好
筑
前
守
義
長
朝
臣
亭
江
御
成
之
記
』
に
当
日
の
指
図
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
を
も
と
に
復
元
を
試
み
る
。（
図
１
）
茶
具
足
が
置
か
れ
た
部
屋
の
内
、
次
の
三
畳
敷
は
そ
の
場
所
を
確
定
す

る
記
載
に
恵
ま
れ
な
い
が
、
奥
の
四
畳
半
は
、
指
図
の
中
に
「
御
な
ん
ど
戸
有
、
御
休
所
へ
の
道
也
」
と
あ
り
御
休

所
＝
奥
四
畳
半
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
御
納
戸
の
北
、
西
向
九
間
の
東
の
部
屋
に
確
定
で
き
る
。
⑫ 
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と
こ
ろ
で
、
こ
の
三
好
邸
御
休
所
の
室
礼
に
酷
似
す
る
も
の
を
、『
君
台
観
左
右
帳
記
』
の
中
に
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
は
度
々
茶
道
史
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
違
棚
に
茶
具
足
等
を
飾
る
様
子
を
描
い
た
「
違
棚
図
」
で
あ

る
。
東
北
大
学
蔵
狩
野
文
庫
本
で
は
、
建
盞
・
盆
・
茶
入
（
大
海
）
水
指
・
火
攪
・
箒
・
風
炉
釜
・
瓢
立
（
柄
杓
・

火
箸
）・
蓋
置
、
嗽
茶
碗
と
方
盆
、
重
食
籠
が
描
か
れ
、「
お
ち
や
の
ゆ
、
此
ふ
ん
」
と
し
て
茶
具
足
一
式
の
説
明
が

続
く
。
そ
の
茶
具
足
と
は
、
水
指
・
火
攪
・
箒
・
水
翻
・
風
炉
・
瓢
立
・
蓋
置
で
あ
り
、
水
翻
を
除
き
違
棚
の
下
段

に
描
か
れ
て
い
る
も
の
と
一
致
す
る
。
⑬
水
翻
は
狩
野
文
庫
本
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
群
書
類
従
本
で
は
棚
の

脇
の
畳
の
上
に
描
か
れ
て
い
る 

。
⑭
三
好
邸
で
は
台
子
飾
で
あ
り
、『
君
台
観
左
右
帳
記
』
で
は
違
棚
に
飾
ら
れ
た

と
い
う
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
茶
具
足
の
内
容
は
概
ね
一
致
す
る
。
さ
ら
に
は
三
好
邸
御
休
所
に
置
か
れ
た
具
足
の

う
ち
、
洗
面
具
の
嗽
茶
碗
が
重
複
し
て
い
る
。
こ
の
際
重
複
し
な
か
っ
た
奈
良
紙
・
手
拭
掛
・
楾
角
手
盥
は
、
違
棚

に
置
か
れ
る
も
の
で
は
な
く
水
翻
と
同
様
に
違
棚
の
脇
畳
の
上
に
置
か
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
狩
野

文
庫
本
に
は
あ
え
て
描
か
れ
な
か
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
の
「
違
棚
図
」
は

三
好
邸
御
休
所
の
室
礼
の
内
容
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
御
休
所
の
室
礼
を
描
い
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
室
町
殿
は
、
御
成
の
御
休
息
の
際
に
、
奥
向
き
に
あ
る
御
休
所
で
洗
面
具
を
使
っ
て
口
や
手

を
清
め
る
と
と
も
に
、
所
望
す
れ
ば
同
室
に
飾
ら
れ
た
茶
具
足
一
式
を
使
い
点
じ
ら
れ
た
茶
を
飲
ん
で
い
た
こ
と
に

な
ろ
う
。
し
か
し
茶
具
足
一
式
の
存
在
だ
け
で
は
そ
れ
を
使
っ
て
茶
を
点
て
る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
想
定
で
き
て
も
、

実
際
に
茶
を
点
て
た
こ
と
の
証
左
と
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
御
成
当
日
の
喫
茶
に
関
わ
る

役
職
で
あ
る
茶
湯
奉
行
の
職
掌
を
分
析
し
、
こ
の
点
の
解
明
を
試
み
よ
う
。

二　

茶
湯
奉
行
に
つ
い
て

　

御
成
に
お
い
て
室
町
殿
と
相
伴
衆
に
供
す
る
茶
を
担
当
す
る
「
茶
湯
奉
行
」
が
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
茶
道

史
で
か
ね
て
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
す
で
に
家
塚
智
子
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、こ
こ
に
み
る
「
奉

行
」
と
は
そ
の
御
成
限
り
の
担
当
役
職
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
⑮ 

　

義
晴
期
の
大
永
四
年
（
一
五
二
四
）
細
川
尹
賢
邸
御
成
で
は
、
室
町
殿
担
当
は
「
御
前
之
御
茶
湯
瑞
阿
、（
中
略
）

従
有
御
成
者
、
公
方
様
同
朋
に
渡
之
」、
相
伴
衆
担
当
は
「
御
供
の
衆
、
公
家
、
外
様
衆
の
茶
湯
者
玉
阿
弥
」
と
あ

る
。
⑯
こ
の
う
ち
「
御
茶
湯
奉
行
」
は
、『
武
家
名
目
抄
』
で
塙
保
己
一
が
考
察
す
る
よ
う
に
、
室
町
殿
が
細
川
邸
に

入
御
す
る
ま
で
は
細
川
家
同
朋
の
瑞
阿
が
担
当
す
る
が
、
入
御
の
後
は
公
方
同
朋
衆
が
御
茶
湯
奉
行
を
引
き
継
ぎ
、

御
成
の
間
中
御
茶
湯
の
前
に
伺
候
、
還
御
の
後
は
ま
た
瑞
阿
が
担
当
し
た
。
⑰
つ
ま
り
「
御
茶
湯
奉
行
」
は
、
室
町

殿
の
入
御
前
と
還
御
後
は
御
成
先
の
同
朋
や
陪
臣
な
ど
が
つ
と
め
る
が
、
御
成
中
は
公
方
同
朋
衆
が
つ
と
め
る
も
の

で
あ
っ
た
。

　

同
じ
く
義
晴
期
の
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
一
二
月
四
日
の
細
川
晴
元
邸
御
成
に
際
し
、
そ
の
前
日
の
三
日
に
行

わ
れ
た
御
茶
湯
奉
行
を
め
ぐ
る
や
り
と
り
が
『
大
館
常
興
日
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

為　

御
使
荒
礼
部
来
臨
、
明
日　

御
成
に
付
て
、
御
茶
の
ゆ
た
う
く
御
末
同
朋
存
知
仕
間
、
御
末
同
朋
も
た
せ

　
　

て
可
参
歟
、
然
者
於
京
兆
御
茶
き
こ
し
め
さ
れ
て
候
ハ
ゝ
、
御
末
同
朋
御
茶
を
も
た
て
可
申
由
申
之
云
々
、　

　
　

又
御
会
所
同
朋
御
茶
を
も
た
て
可
申
由
申
候
、
両
方
申
趣
無
御
分
別
い
か
ゝ
被
仰
付
へ
き
哉
旨
御
尋
也
、
然
者

　
　

御
会
所
同
朋
も
た
せ
て
参
候
て
、
則
御
茶
を
も
た
て
可
申
被
仰
付
哉
候
由
申
之
也
、 ⑱

す
な
わ
ち
、
使
者
と
し
て
荒
礼
部
が
大
館
常
興
の
も
と
へ
来
て
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
を
相
談
し
て
い
る
。
明
日
四

日
の
御
成
に
つ
い
て
、
御
茶
湯
道
具
に
つ
い
て
は
御
末
同
朋
が
熟
知
し
て
い
る
の
で
、
御
末
同
朋
が
持
参
す
る
の
が

よ
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
な
れ
ば
、
そ
の
つ
い
で
に
晴
元
邸
で
義
晴
が
飲
む
茶
を
御
末
同
朋
が
点
て
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
と
も
や
は
り
御
会
所
同
朋
が
義
晴
の
御
茶
を
点
て
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
両

方
の
案
に
対
す
る
判
断
は
ど
の
よ
う
に
お
命
じ
に
な
る
お
つ
も
り
か
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
会
所
同
朋
が

茶
道
具
を
持
参
し
、
そ
の
ま
ま
御
茶
も
点
て
る
よ
う
に
お
命
じ
に
な
る
の
で
は
と
返
答
し
た
と
あ
る
。
室
町
殿
同
朋

衆
に
は
会
所
同
朋
と
御
末
同
朋
が
あ
る
が
、
御
成
の
間
の
室
町
殿
担
当
の
御
茶
湯
奉
行
は
会
所
同
朋
が
担
当
す
る
こ

と
が
慣
習
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
室
町
殿
御
成
で
は
飾
ら
れ
た
茶
道
具
を
使
い
会
所
同
朋
が
茶
を
点
て
、

こ
れ
を
室
町
殿
が
飲
ん
で
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

　

御
成
に
お
け
る
茶
湯
在
所
は
、
御
休
所
と
御
供
衆
の
控
室
等
の
二
ヶ
所
に
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
御
休
所
に
入

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
室
町
殿
だ
け
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
御
休
所
の
茶
湯
が
室
町
殿
用
で
、
も
う
一
ヶ
所
の
茶
湯
が
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相
伴
衆
用
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
御
茶
湯
奉
行
」
と
「
惣
茶
湯
奉
行
」
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
室
町
殿
が

御
休
所
に
お
い
て
御
茶
湯
奉
行
に
よ
っ
て
点
て
ら
れ
た
茶
を
飲
む
と
同
時
に
、
相
伴
衆
が
惣
茶
湯
奉
行
に
よ
っ
て
点

て
ら
れ
た
茶
を
そ
れ
ぞ
れ
の
控
室
で
飲
む
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
御
成
次
第
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
内
容
で
茶
が
使

用
さ
れ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
場
面
と
い
え
ば
、
室
町
殿
が
御
休
所
に
赴
く
「
御
休
息
」
を
お
い
て
他
に
な
か
ろ
う
。

　

従
来
の
茶
道
史
の
通
史
に
よ
る
と
、
中
世
後
期
に
貴
人
が
会
所
の
主
室
で
茶
を
飲
む
場
合
、
別
室
で
点
て
た
茶
を

給
仕
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
一
六
世
紀
に
芸
能
の
「
茶
の
湯
」
が
成
立
し
て
以
降
、
目
の
前
で
亭
主
（
点
茶
者
）
が

点
て
た
茶
を
客
が
飲
む
形
態
「
主
・
客
同
座
」
と
な
っ
た
と
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
主
・
客
同
座
」
こ
そ
が
芸

能
の
「
茶
の
湯
」
成
立
の
指
標
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
⑲
し
か
し
す
で
に
室
町
殿
御
成
で
は
、「
御
休
息
」
の
際
に

「
御
休
所
」
で
「
点
茶
者
・
主
客
（
貴
人
）
同
座
」
と
い
う
形
態
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
芸
能
の
「
茶
の
湯
」

に
お
け
る
「
主
・
客
同
座
」
の
原
型
に
な
っ
た
も
の
と
み
る
。

お
わ
り
に　

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
中
世
後
期
の
最
高
レ
ベ
ル
の
政
治
儀
礼
「
御
成
」
に
お
け
る
喫
茶
文
化
の
受
容
に
つ

い
て
検
討
し
た
。
す
な
わ
ち
御
成
内
容
次
第
の
「
御
菓
子
」
と
「
御
休
息
」
に
お
い
て
、
芸
能
の
「
茶
の
湯
」
と
は

異
な
る
作
法
を
持
つ
喫
茶
文
化
を
受
容
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

そ
も
そ
も
鎌
倉
将
軍
家
の
公
式
儀
礼
に
お
い
て
、
喫
茶
文
化
を
受
容
し
た
形
跡
は
な
い
。
そ
の
点
で
室
町
殿
の
御

成
に
お
い
て
喫
茶
文
化
を
受
容
し
た
こ
と
は
そ
の
独
自
性
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。
但
し
茶
事
が
最
後
ま
で
独
立
し
た

公
式
の
次
第
と
し
て
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
は
な
く
、
非
公
式
な
も
の
や
奥
向
き
で
の
休
息
の
一
部
に
と
ど
ま
っ
た
点

に
こ
の
時
代
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
非
公
式
で
あ
れ
奥
向
き
で
の
休
息
の
一
部
で
あ
れ
、
茶
が
当
時
最
高
レ

ベ
ル
の
政
治
儀
礼
の
御
成
次
第
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
、
次
の
時
代
に
喫
茶
文
化
が
大
き
く
展
開
す
る
際
の
素

地
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
室
町
殿
御
成
に
お
け
る
喫
茶
文
化
を
含
む
饗
応
の
あ
り
か
た
が
、
戦
国
期
に
芸
能
の
「
茶

の
湯
」
が
誕
生
す
る
際
の
原
型
と
な
っ
た
。
ま
た
室
町
殿
御
成
に
喫
茶
文
化
が
受
容
さ
れ
た
こ
と
が
、
織
豊
期
に
芸

能
の
「
茶
の
湯
」
が
政
治
儀
礼
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
際
の
下
地
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
た
い
。

① 

御
成
の
饗
応
の
進
行
内
容
は
、『
宗
五
大
艸
紙
』（『
群
書
類
従　

第
二
十
二
輯
』（
巻
第
四
一
三
）
を
基
に
す
る
と
、 

    

式
正
御
成
で
は
、
公
卿
間
に
お
け
る
式
三
献
、
主
殿
に
お
け
る
三
献
の
酒
肴
、
供
御
（
食
事
）、
湯
漬
け
、
御
菓
子
、

    

御
休
息
、
四
献
か
ら
十
献
ま
で
の
酒
肴
と
な
る
。
常
御
成
の
場
合
に
は
、
主
殿
で
の
三
献
か
ら
始
ま
る
。
な
お
献

    

数
や
休
息
の
順
番
な
ど
は
、
御
成
ご
と
に
異
な
る
。

② 

佐
藤
豊
三
「
将
軍
家
「
御
成
」
に
つ
い
て
（
九
）」（『
金
鯱
叢
書　

第
十
三
輯
』
徳
川
黎
明
会　

一
九
八
六
年
）。

③ 

家
塚
智
子
「
室
町
時
代
に
お
け
る
唐
物
の
受
容
」（
久
保
智
康
編
『
東
ア
ジ
ア
を
め
ぐ
る
金
属
工
芸
』
勉
誠
出
版  

    

二
〇
一
〇
年
）。
竹
本
千
鶴
『
織
豊
期
の
茶
会
と
政
治
』
思
文
閣
出
版　

二
〇
〇
六
年
。
原
田
正
俊
「
室
町
殿
の

    

室
礼
・
唐
物
と
禅
宗
」（『
日
本
仏
教
綜
合
研
究
』
第
九
号
（
二
〇
一
〇
年
度
号
）　

二
〇
一
一
年
）。

④ 

山
田
哲
也
「
日
本
の
茶
の
歴
史
と
文
化　

喫
茶
の
歴
史
」（『
茶
大
百
科
Ⅰ
』
農
文
協　

二
〇
〇
八
年
、
七
六
頁
）。

⑤
『
群
書
類
従　

第
二
十
二
輯
』
巻
第
四
一
〇
、四
〇
三
頁
。

⑥ 

佐
藤
豊
三
「
将
軍
の
御
成
り
と
茶
の
湯
」（『
歴
史
読
本　

臨
時
増
刊
号
’78

―9　

武
家
茶
道
の
系
譜
』
新
人
物

    

往
来
社　

一
九
七
八
年
、
九
四
頁
、
後
改
訂
さ
れ
『
武
家
茶
道
の
系
譜
』
ぺ
り
か
ん
社　

一
九
八
三
年
、
所
収
）。

⑦ 

佐
藤
豊
三
前
掲
論
文
「
将
軍
家
「
御
成
」
に
つ
い
て
（
九
）」、
三
二
〇
頁
。 

⑧ 

家
塚
智
子
「
同
朋
衆
の
存
在
形
態
と
変
遷
」（『
藝
能
史
研
究
』
一
三
六
号　

藝
能
史
研
究
会　

一
九
九
七
年
、　

　

四
九
頁
）。

⑨ 

佐
藤
豊
三
前
掲
論
文
「
将
軍
の
御
成
り
と
茶
の
湯
」。

⑩
『
大
永
四
年
細
川
亭
御
成
記
』（『
続
群
書
類
従　

第
二
十
三
輯
下
』
巻
第
六
六
二
）。  

⑪
『
三
好
筑
前
守
義
長
朝
臣
亭
江
御
成
之
記
』（『
群
書
類
従　

第
二
十
二
輯
』
巻
第
四
〇
九
）。

⑫  『
永
禄
四
年
三
好
亭
御
成
記
』（『
続
群
書
類
従　

第
二
十
三
輯
下
』
巻
第
六
六
二
）、
前
掲
『
三
好
筑
前
守
義
長

    

朝
臣
亭
江
御
成
之
記
』　

。

⑬
『
君
台
観
左
右
帳
記
』（『
茶
道
古
典
全
集　

第
二
巻
』
淡
交
社　

一
九
五
六
年
）。



6

⑭
『
君
台
観
左
右
帳
記
』（『
群
書
類
従　

第
十
九
輯
』
巻
第
三
六
一
）。

⑮ 
家
塚
智
子
前
掲
論
文
「
同
朋
衆
の
存
在
形
態
と
変
遷
」「
同
朋
衆
の
職
掌
と
血
縁
」（『
藝
能
史
研
究
』
一
四
一
号

　

 
藝
能
史
研
究
会　

一
九
九
八
年
）、 

前
掲
論
文
「
室
町
時
代
に
お
け
る
唐
物
の
受
容
」。

⑯ 

前
掲
『
大
永
四
年
細
川
亭
御
成
記
』。

⑰
『
武
家
名
目
抄
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